
3．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

（単位：百万ｋＷｈ）

(注) 原子力設備利用率は、試運転分を除いております。

・ この結果、販売電力量合計では、３.４％の減少となりました。
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運用をはかったことから、安定した供給を維持することができました。

当第３四半期累計期間の出水率は１０８.８％と平年を上回り、また、供給設備の適切な
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営業運転を開始いたしました。
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６.９％の減少となりました。
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以　外 電 灯 電 力 計 9,574 9,407

・

・

電灯および電力は、オール電化住宅の普及に加え、春先の気温が前年に比べ低く推移したことに

特定規模需要は、紙・パルプ、鉄鋼業、機械工業などでの生産調整の影響などにより、

よる暖房需要の増加などにより、１.８％の増加となりました。

電 力模需要

特定規 電 灯

13,897

1,319 1,299 2,258101.620

101.8

自
　
　
社

( 出 水 率 ％ ) ( 108.8) ( 77.8)

( 54.3)

計 22,419

10,513

原 子 力 8,756

( 80.5)

水 力 3,150 2,274 876 138.6 2,811

( 31.0)

16,039 △ 5,526 21,17665.5

( 82.4)

4,150 4,606

( 設 備利 用率 ％ ) ( 28.1)

火 力

99.8 30,764

84.1

( 66.2)

211.0 6,777

他 社 受 電 3,201 5,100

△ 796

3,807 △ 606

△ 69 △ 44

26,206 97.0 35,790

－

31,839

△ 97

揚 水 用 △ 113

△ 1025融 通

△ 4422,463

なお、昨年１月２５日から試運転を実施しておりました泊発電所３号機は、１２月２２日に
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３．収    支

（１）収    益

（２）費    用

（３）損    益

となりました。

第３四半期（10～12月）において、大規模電源の定期検査が当初計画どおり竣工したこと

に伴う修繕費の計上などによるものであり、年度当初から想定していたものであります。

なお、経常利益は、第２四半期（累計）の９０億円から減少しましたが、これは、

ました。

燃料費・購入電力料は、原子力発電量の増加に加え、燃料価格の低下や豊水などにより、

１,０７０億円（△５５.７％）の減少となりました。

支払利息は、有利子負債の増加などにより、９億円（９.３％）の増加となりました。・

ました。

この結果、経常費用合計では、７１９億円（△１６.１％）減少し、３,７４９億円となり

などにより、１７億円（１.９％）の増加となりました。

その他費用は、経営全般にわたる効率化に努めましたが、原子力バックエンド費用の増加・

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少や、燃料価格の低下による燃料費調整制度の影響

などにより、２８５億円（△７.１％）の減少となり、これにその他収益を加えた経常収益

・ 人件費は、退職給付会計に係る費用の増加などにより、１６億円（４.１％）の増加となり

合計では、２７５億円（△６.８％）減少し、３,７８４億円となりました。

以上により、経常損益は、前年同期の損失から４４４億円好転し３５億円、四半期

純損益は、２３６億円好転し８１百万円の利益となりました。

・

・

・

修繕費は、前年同期の泊発電所２号機蒸気発生器１次冷却材入口管台溶接部補修・

・ 減価償却費は、泊発電所３号機の運転開始などにより、３２８億円（６８.７％）の増加

の反動などにより、２１億円（△３.５％）の減少となりました。

  



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 174,821 180,100 △ 5,278 97.1 259,065

電 力 料 196,718 219,963 △ 23,244 89.4 307,912

(　小　　計　) ( 371,540 ) ( 400,063 ) ( △ 28,523 ) ( 92.9 ) ( 566,977 )

そ の 他 収 益 6,948 5,926 1,022 117.2 8,587

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 376,930 ] [ 404,266 ] [ △ 27,335 ] [ 93.2 ] [ 573,473 ]

合 計 378,488 405,990 △ 27,501 93.2 575,565

人 件 費 42,827 41,131 1,695 104.1 53,734

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 85,308 192,356 △ 107,048 44.3 238,581

修 繕 費 59,006 61,115 △ 2,109 96.5 99,430

減 価 償 却 費 80,666 47,821 32,845 168.7 68,318

支 払 利 息 11,396 10,430 965 109.3 14,173

そ の 他 費 用 95,703 93,958 1,744 101.9 137,877

合 計 374,908 446,815 △ 71,906 83.9 612,116

[ 14,059 ] [ △ 30,665 ] [ 44,725 ] [ － ] [ △ 22,354 ]

3,580 △ 40,825 44,405 － △ 36,550

3,418 △ 4,941 8,360 － △ 5,053

－ － － － 4,701

161 △ 35,883 36,045 － △ 36,198

80 △ 12,351 12,432 － △ 10,000

81 △ 23,532 23,613 － △ 26,197

(注) 営業損益、経常損益、税引前四半期(当期)純損益、四半期（当期）純損益欄の△は、損失を示しております。
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